
〔立見

川
市
が
、
昨
年
十
月
十
六
日
、
南
・
東
・
一
促
進
ナ
る
と
の
決
定
を
く
だ
し
た
わ
け
一
以
上
で
も
あ
吉
ら
か
な
よ
う
に
、
平
塚

山
金
田
各
組
合
か
ら
移
管
を
受
竺
た
農
業
一
で
、
対
象
農
家
の
庭
裁
あ
る
態
度
が
、
一
市
農
業
共
済
事
業
の
当
琶
の
問
題
は
、

ー
共
済
事
業
は
、
初
年
度
八
百
二
十
二
万
一
強
く
の
ぞ
ま
れ
て
い
ま
ナ
。
一
家
富
の
共
済
加
入
率
宇
引
曹
上
げ
る
こ

山
内
の
特
別
会
計
を
緩
み
、
農
麓
諜
に
鐙
一
農
護
課
が
ま
と
め
た
、
農
業
共
演
の
一
と
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。

"
山
業
共
済
崎
町
を
新
設
し
て
糠
認
な
再
発
定
一
加
入
状
況
は
、
家
造
ハ
ヰ
)
共
演
で
一
信
者
物
に
投
資
を
ナ
る
磁
農
経
営
者
に

…
脅
し
ま
し
た
が
、
引
曹
緩
い
て
慶
家
に
一
鱈
撞
語
頭
数
一
一
千
七
百
四
十
八
頭
に
対
一
と
っ
て
、
共
済
制
度
は
、
本
来
欠
く
と

…
…
対
し
、
新
規
加
入
を
呼
び
か
け
る
段
抱
一
し
昨
年
十
二
月
末
一
千
四
十
一
一
一
頭
一
と
の
で
宮
な
い
も
の
と
い
え
る
は
ず
で

…
を
む
か
え
、
担
当
の
農
産
課
で
は
、
威
一
ハ
=
一
七
・
九
%
)
が
加
入
と
い
う
低
一
す
。
務
行
農
業
共
済
制
度
を
よ
く
研
究

"
定
方
針
ど
お
り
録
作
物
と
談
議
の
完
全
一
準
堂
前
し
、
完
全
日
引
曹
受
け
に
は
、
一
い
た
だ
き
、
個
人
的
、
一
時
的
な
っ
と

川
引
き
受
け
叡
擦
と
ナ
る
加
入
促
進
態
勢
一
相
当
の
努
力
が
い
る
、
と
い
う
こ
と
一
う
だ
け
で
こ
れ
を
無
視
し
設
い
よ
う
考

"
を
か
た
め
ま
し
た
。
一
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
を
戸
数
の
上
一
え
ら
れ
る
べ
き
も
h
E
i
g

…
…
前
記
各
露
草
案
済
組
合
か
ら
、
市
が
、
一
か
ら
箆
る
と
、
錦
養
農
家
七
百
五
十
一
の
で
ナ
。
酪
麗
滋
\
い

9
b

山
共
済
事
業
の
移
穫
を
受
け
二
」
れ
を
清
一
一
一
円
の
う
ち
五
百
九
十
四
戸
ハ
七
八
%
一
審
議
の
賓
径
同
議
伊
島

川
が
わ
り
ナ
る
に
あ
た
っ
て
、
①
い
ま
ま
一
強
)
が
加
入
し
て
お
り
、
と
の
ア
ン
一
問
題
と
し
て
、
農
一

H
M
Y
l

…
…
で
窓
会
任
意
共
済
の
か
た
ち
で
行
一
バ
ラ
ン
ス
は
、
議
飼
育
を
し
て
い
一
出
嘉
義
援
の
成

1
1

緩
欝
湯

川
な
っ
て
い
た
家
屋
を
対
象
と
ナ
る
共
済
一
る
隅
閏
家
が
、
共
済
加
入
を
し
て
い
な
一
長
や
充
実
に
努
力
説
鍛
簡
明

事
業
は
、
こ
れ
を
行
な
わ
な
い
こ
と
と
一
い
傾
向
を
獲
量
き
す
る
紋
宇
だ
、
と
一
ナ
る
の
で
な
け
れ

d

綴
顧

し
②
そ
の
か
わ
り
、
法
律
の
定
め
に
よ
一
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
ば
、
結
局
は
、
共

川
っ
て
当
然
共
済
的
出
入
ナ
ベ
吉
水
稲

e
騒
一
一
方
、
農
作
物
共
機
の
方
は
、
現
在
一
片
岡
制
度
は
農
家
に
プ
ラ
ス
を
与
え
る
も
一

…
…
稲
妻
・
家
議
に
つ
い
て
は
、
完
全
引
一
愛
が
対
象
と
な
っ
て
い
ま
ず
が
、
全
一
の
と
な
る
は
ず
は
な
く
、
ひ
い
て
は
、
…

者
受
け
を
め
ざ
す
、
と
の
方
針
を
一
決
定
一
体
で
九
百
七
十
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
一
間
態
そ
の
も
の
の
安
定
性
に
も
ヒ
ピ
が
一

…
…
し
て
い
ま
ナ
。
こ
の
既
定
方
針
に
そ
っ
一
ハ
今
年
度
全
作
付
一
回
穣
の
八

0
1
九
一
は
い
る
結
果
と
な
る
で
し
ょ
う
。
一

て
農
産
課
は
、
銭
議
共
演
の
加
入
状
況
一

C
M
)を
自
害
受
け
済
み
で
あ
り
、
一
農
葉
共
済
の
共
済
全
額
と
こ
れ
に
見
一

…
…
は
必
ず
し
も
楽
観
ナ
ペ
吉
も
の
で
は
な
一
加
入
農
家
主
一
千
七
百
戸
(
麦
作
臨
時
一
合
う
掛
け

A冒
頭
は
別
表
の
と
お
り
で
一

…
…
い
と
し
、
己
の
二
月
か
さ
一
月
に
か
ゆ
…
家
の
ほ
ぼ
九

O
M
〉
に
遠
し
て
、
金
一
了
。
い
ま
あ
杢
九
一
か
、
一
頭
。
乳
牛
一

…
…
で
と
く
に
、
各
部
落
続
織
な
ど
を
再
開
周
一
数
加
入
に
あ
と
ひ
と
い
曹
と
い
っ
た
一
を
も
っ
た
と
し
ま
ナ
。
年
式
千
五
百
一

し
て
、
家
事
共
済
加
入
を
い
っ
せ
い
に
一
と
こ
ろ
で
す
。
一
六
十
八
伺
の
掛
け
金
を
払
い
込
ん
で
一
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冬の日ざしをあびてi子牛が主主れた 宮沢の幾重量で

暮
に
は
忘
年
会
、
お
正
月
に
は
新
年
会

と
、
公
私
と
も
に
引
張
り
ダ
コ
で
、
例
年
の

と
と
本
が
ら
、
折
角
の
お
招
曹
に
失
礼
し
て

は
わ
る
い
と
、
お
つ
き
あ
い
を
し
て
き
た
た

た
り
で
、
と
う
と
う
一
月
末
か
ら
一
一
月
へ
か

け
て
、
役
所
を
休
ん
で
し
ま
っ
た
。
八
年
に
わ
た
る
過
労
の
一
累
積
が
ご
ざ
て
わ

た
し
の
任
期
も
こ
の
四
月
ま
で
と
気
を
ゆ
る
し
た
ト
タ
ン
に
、
心
臓
障
害
と
な

っ
て
ノ
シ
か
か
っ
て
き
た
。
心
鵬
酬
は
決
し
て
弱
い
ほ
う
で
は
な
い
と
患
っ
て
い

た
が
、
そ
れ
は
ヤ
セ
が
ま
ん
で
、
人
投
み
即
日
下
の
心
臓
だ
っ
た
ら
し
い
。
お
医

者
さ
ん
の
忠
告
に
し
た
が
い
、
し
ば
ら
く
自
宅
で
休
蓑
し
な
が
ら
執
務
ぽ
つ
ぽ

つ
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
原
械
も
自
宅
で
執
世
帯
、
し
か
し
広
報

の
出
る
じ
ぷ
ん
に
は
出
勤
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
た
ま
た
ま
広
報
の
主
務
認
が
き

て
の
話
で
、
わ
が
広
報
ひ
ら
つ
か
が
、
県
下
の
広
報
総
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
ま

た
も
や
ト
ッ
プ
に
選
ば
れ
、
や
が
て
焦
代
表
と
し
て
全
国
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
も

参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
筒
曹
、
大
い
に
よ
ろ
こ
ん
で
い
る
。
だ
い
じ
に
し

て
下
ざ
い
よ
、
と
れ
で
一
一
一
度
も
金
鴎
コ
ン
ク
ー
ル
に
参
加
、
こ
の
ま
え
ば
入
選

の
栄
に
裕
し
て
い
る
の
で
ナ
か
ら
ね
。
ろ
く
ろ
く
同
国
も
遜
ぎ
な
い
で
紙
ク
ズ
か

ど
へ
、
な
ぞ
と
い
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
。

議
化
連
動
も
、
し
だ
い
に
蜂
り
よ
が
り
を
み
せ
て
き
た
よ
う
で
、
結
構
な
こ

と
で
あ
る
。
当
初
の
年
度
は
、
と
り
あ
え
ず
昏
最
運
動
、

p
h民
に
重
点
を
お
く

が
、
次
ぎ
の
段
滋
ぞ
は
、
具
体
的
な
施
策
を
立
て
、
実
践
に
の
り
だ
ナ
と
い
う

掃
の
基
本
方
針
に
し
た
が
い
、
わ
が
市
で
も
、
各
地
域
ご
と
に
実
験
機
関
と
し

て
の
議
員
会
を
福
織
し
て
い
た
だ
昔
、
お
の
お
の
指
導
的
立
場
に
あ
る
役
目
司
か

た
の
指
骨
折
り
を
ね
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
先
ず
自
分
た
ち
の
住
ん
で
い

る
地
域
の
環
境
美
化
か
ら
と
い
う
わ
け
で
、
市
民
運
動
と
し
て
の
銭
り
上
が
り

が
し
だ
い
に
具
体
佑
さ
れ
つ
つ
あ
る
実
状
は
、
お
た
が
い
に
う
れ
し
い
こ
と

で
、
さ
ら
に
こ
ん
ど
は
こ
れ
に
呼
応
し
て
、
市
で
も
、
清
掃
事
業
ま
た
は
葵
佑

運
動
の
接
官
曜
に
拍
車
を
か
け
ね
ば
な
る
ま
い
と
態

5
0
た
だ
、
新
関
紙
の
報
ず

る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
諮
問
削
の
強
佑
な
ど
と
い
う
こ
と
が
強
議
さ
れ
て
い
る

が
、
わ
た
し
は
英
也
運
動
の
性
質
か
ら
奮
っ
て
、
こ
れ
は
強
調
ナ
ペ
曹
で
な
い

と
考
え
る
。
時
に
、
犯
人
を
見
つ
け
て
、
突
き
出
し
た
い
、
と
、
腹
の
立
つ
よ

う
な
事
例
示
な
く
も
な
い
が
、
市
の
立
場
と
し
て
は
、
む
し
ろ
自
ら
の
廷
ら
ざ

る
を
反
省
し
、
例
え
は
禁
止
場
所
へ
塵
芥
を
襲
禁
ナ
る
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ

う
、
先
ず
{
民
間
剛
の
誘
闘
を
除
去
ナ
る
努
力
が
先
き
で
は
な
い
か
と
怒

5
0

鹿
芥

の
漕
樹
、
収
集
、
焼
却
に
万
全
を
期
ナ
る
努
力
が
先
舎
で
あ
ろ
う
。

ζ
れ
は
一

例
だ
が
、
行
政
方
般
に
わ
た
む
、
同
じ
こ
と
が
言
え
よ
う
。

人
並
み
以
下

の
心
臓
だ
っ
た
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工と城島

ムが鍾勝
孟ニニニニ実業団対抗と 1 )1号車R伝高高高二

教委社会教育課は、 l Jlに行なった第

2国市内実業団対抗駅伝と第 9路市内

一層駅伝の成緩を次のとお担発表しま

した。

河古
チ

優勝古河チーム(タイ

ム 1 時総47分50) 準盤

勝東電平塚、 3位横浜ゴムA、 4 位沼

産車体、 5 位不二家、参加10社 IIチー

ムでした。

優勝減島チーム〈タイム
市内一躍

1 時間48分 36) 、準鐙勝

港B、 3 位富士局、 4位76水、 5 位松

原、激滋賀吉沢、同主義替、 1司神田A、

参加§地区12チームでした。

雄
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と
な
っ
た
。
と
の
結
果
平
塚
市
選

挙
区
の
定
員
は
、
従
来
の
二
人
か

ら
一
人
ふ
え
、
一
一
一
人
と
な
っ
た
。

今
後
、
み
な
さ
ん
に
対
し
て
、
い

ろ
い
ろ
お
知
ら
せ
す
る
事
実
か
た

く
さ
ん
で
て
く
る
予
定
。
し
た
が

っ
て
一
一
一
月
と
四
月
の
広
報
紙
に
は

と
く
に
と
注
怠
い
た
だ
哲
た
い
。

地
方
選
は
措
月
二
十
三
日
の
県
知
事

れ
、
そ
の
日
か
ら
選
挙
運
動
が
間
間
選
告
示
に
よ
っ
て
幕
を
あ
け
ま
す
。

始
さ
れ
る
。
と
く
に
身
尽
か
な
政
治
壱
担
習
す
る

ま
た
、
昨
年
末
に
、
県
議
会
議
員
人
を
選
ぶ
選
挙
で
ナ
。
い
ま
か
ら
、

の
定
数
が
改
正
さ
れ
、
従
来
の
吉
選
単
に
の
ぞ
む
心
が
ま
え
を
と
と
の

七
十
三
人
か
ら
七
人
埼
の
百
八
十
充
て
く
だ
さ
い
。

2 第 135 号

続

む
日

市
選
挙
管
理
委
員
会
は
「
平
塚
市
長

両
市
議
選
の
投
票
臼
ほ
四
月
一
一
一
十
日

で
四
月
二
十
店
に
告
示
さ
れ
る
」
と

発
表
し
ま
し
た
。

門
選
管
発
表
一
日
第
五
回
統
一
地
方

選
挙
は
、
昨
年
末
の
顕
時
間
会
を

透
過
し
た
「
地
方
公
共
団
体
の
議

会
の
議
員
お
よ
び
居
間
の
選
挙
期
日

等
の
錦
時
特
例
に
演
す
る
法
樟
」

に
よ
っ
て
県
知
事
と
県
議
会
議
員 の

投
禁
日
は
四
月
十
七
日
と
き
ま

っ
た
。
と
の
告
示
は
、
県
知
事
選

が
一
一
一
月
二
十
三
日
川
県
議
選
が

四
月
二
日
、
市
長
・
市
議
議
は
四

月
二
十
日
に
そ
れ
ぞ
れ
行
な
わ

tJ 、

-金自に 1 意円の校舎

(第 3ザコらひi五

51 事

立
町
づ
〈
り
」
を
主
題
に
、
市
民
み
ん
な

で
潔
壌
衛
生
由
開
鐙
点
争
帯
え
晶
っ
て
み

よ
う
、
と
い
う
晶
ら
い
で
ひ
ら
事
ま
す
。

平
塚
市
に
お
け
る
環
向
籍
金
が
た
が
ま
る

た
め
時
一
助
と
も
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

!
プ
ロ
ダ
ラ
ム

w
v繁
務
・
第
援
箆
町
内
会
、
検
浜
酎
。
内
会

官
時
土
欝
落
の
一
一
一
団
体
を
談
務
し
ま
す
。

暫
磁
演
・
①
鍵
化
議
動
と
市
出
潜
機
感
繋

に
つ
い
て
(
麹
陵
勤
役
)
、
②
紋
と
は

由
脚
臨
時
聞
を
中
心
に
(
路
立
予
防
補
生

蹴
削
究
所
臨
時
金
技
官
離
方
一
官
官
民
)

噛v
暁
麹
上
暁
・
第
八
笠
鐙
曲
部
隊
壮
烈
臨
島
敏

感
(
東
帥
晴
樹
車
窓
作
品
)

期

ます。

定棚
一
一
酬
所
得
申
告
制
を
採
用

国
民
健
康
保
検
課
は
、
間
関
昭
和
一
一
一
凶

i
八
年
度
か
ら
、
保
険
税
の
所
得

割
問
算
定
を
時
期
的
に
早
め
る
方
針
を
と
り
、
そ
の
た
め
、
市
民
税
の

所
得
申
告
と
閉
山
り
時
期
に
、
探
検
税
に
つ
い
て
も
所
得
金
額
の
申
告

書
を
出
し
て
い
た
だ
く
ζ
と
を
決
め
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
鼠

民
鑓
緩
探
検
に
加
入
し
て
い
る
入
は
、
市
に
対
し
て
、
所
得
申
告

醤
を
、
市
民
税
婦
と
保
険
税
関
問
の
一
一
通
鍵
山
山
田
闘
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

め

る
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畿地の売賞、宅地

の転用、畿地の格

続、利照権の紛争

指:ど、農地問題の

ご相談に応じます 自
治
省
提
供
の
公
明
暗
闇
嘩
放
送
番

組
み
を
お
古
き
く
だ
さ
い
。
毎
週

日
縁
日
の
朝ii

曹
ラ
ジ
オ
「
み
ん
宜
の
広
場
」
ニ

ッ
ポ
ン
放
送
毎
週
再
開
相
官
一
朝
八
時

二
十
分
か
ら
・
第
一
週
私
の
提
案

箱
、
第
二
週
夢
声
の
握
町
尚
徳
、
第

一
一
一
選
メ
イ
コ
の
提
案
箱
、
第
四
週

森
繁
の
提
察
箱
。

軍
ム
ア
レ
巳
「
ホ
ー
ム
ド
ラ
マ
あ
の

ま
ち
こ
の
ま
ち
」N
T
V
④
毎
週

日
曜
臼
朝
八
時
四
十
五
分
か
ら
。

を長
}表谷
会彰 11I
壁社
号長

鐙谷)1 1 氏

2 月 14 日午前 9 時
から午後 3 締まで
市議事堂第 2 会議
室lこ、県庁の畿地

関係専門係員が来

庁し、親身なご格

談奇串し上げます
農地に関する問題

でお困りの方、悩

んでおられる方が

対象です。お気軽
lこニa利用〈ださい

51 事



4) 第 135 号

物
0) 

ち
入
り

臼
か
ら

世
間
紡
本
部
は
、
二
月
二
十
八
日
か
ら
一
一
一
月
十
一
一
一
呂
ま
で
全
霞
い
っ
せ
い
の
容
の
火
災
予
防
簿
長
が
、
前
半

車
両
火
災
予
紡
週
間
、
後
半
一
般
起
物
火
災
予
紡
週
間
と
し
て
行
怠
わ
れ
る
と
発
表
し
ま
し
た
。
と
く
に

今
期
火
災
予
お
選
五
割
は
、
防
火
へ
の
心
が
ま
え
を
あ
ら
た
に
す
る
と
い
う
こ
と
の
ほ
か
に
、
出
火
し
た
と

き
に
お
け
る
適
切
な
措
置
の
普
及
に
努
力
を
そ
そ
ぐ
、
と
い
う

ζ
と
で
す
。

世kd つiv

七、ず〉

期の主藍獲をおえた子〔ことし 1

の援穣でよい)。約金 1

ナ

軍第 1 回j控沼日程 F 

2 月 18白金田小学佼

土屋霊小学校

P ]1)日城島公民館

金田公民館

/1 -.....20日旭公民館謀、市役所正面玄関受付、平塚保 ff 88' 花水公民錦 織島小学校 1 金は無理母です。

l 健所のほか、投与当日会場受付に!グ 11 臼・持部小学校量豊田小学校 「ジフテリヤと省箆せを」
も F封書室してあります ff 13日・金目小学綬 岡隣小学校

|曹と注意・次の症状のある方は投与 9 14日・土箆小学校吉沢小学校 衛生課は、次の日程で第 1 図自のジ

しません。①発熱、下痢まどの;急 H 15 日・ 7盟小学校金EE小学僚 アチリヤと百臼ぜき混合予防接着重を

性疾患、、②重い結i袋、心臓血管系 (時閣は 88桔水公民館までが午後 巡回実施しまナ。宣車当のお子さんを

疾患、③病後の衰弱ゃいちじるし 2時から 3 時30分。あとは各会場と:おもちのお宅ではお忘れなく受けざ

い栄護障害、④穣震後 2週間以内|も午後 2 時から 3締までの工時簡)せてください。

⑤その他援富市が投与:.，追加実施・上記日穏で投与を受け 曹対象児・第 1 綴昭和37.5 ぺ~昭
そこなった人を対象K::... 3 月 228 和37・ 10.30までに生れた子と生後

J 平塚保健所で午後 I 時~3 時30分 1 闘もこの注射を受けていない|

松原小学校 l まで追加投与を行ないます。 子(ことし中に 3 間接種が必援で|

中原小学校.，その他置学校の生徒については別| ナ

犬野小学校 Iこ学校から通知がまいりまナ。籾 l 務 2 綴昭和36" 5 ぺ~昭和36'10'

今月 百隠せきとジフテリヤの予防注射 i

軍巡1B1 8程 -

i 3 月 5 臼 e 港小学校
I 11 6 臼 a 察幸喜小学校

I ff 7 日・富士見VJ"\学校

「小児マヒ予防J

平草壁保健所は、次のヨ程で小児マヒ

生ワクチンの投与を行なうと通知し

てきました。該当J唱をお近くの会場

へおつれください。

軍対象児白…、

①投与田現在生後 3 か月以上 1 才 11

か月までの乳幼見(昭和36. 1 ぺ

~37' 1l '30臼までに生れた子)。

②〕小学校 4 年生~中学校 1 年生まで

のうち飽和36托主主に生ワクチンの

投与を受けなかった者

③以上のほか、生後IIか月以上中学

1 年までの年令に該当ナる者のう

ち、昭和37年春に生ワクチンの投

与を受けなかった者。

す申レ込み・生ワクチンの投与は、

上記対象者のうち、投与を希望ナ

る方に干すなじます。ど罪主富の方は

各会場受付けへお申し込みくださ

い。申し込み用紙は、市役所衛生

@
評
価
額
は
昨

年
と
間
同
じ
で
す

が
地
日
変
換
や

家
屋
円
増
改
築

を
き
れ
た
人
は

変
っ
て
い
ま
す

@
昨
年
新
築
町

家
震
は
こ
と
し

は
じ
め
て
の
っ

て
い
ま
す
i
:

3 月 5 認ニ‘ろ申告用紙をとどけます
F軽量氏がい晶、ない場合[立、市役所税務

課へ、ぜひご濠絡ください。
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P
時

郎
」
と
い
う
名
刺
の
裏
側
に

「
お
話
は
要
領
よ
く
9

君
」
目
前
の

か
け
方
。
」
と
大
震
し
て
「
用

件
を
要
領
よ
く
は
つ
嘗
り
伝
え

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
市
外
議
援
を
み
せ
て
き
た
の
が
正
月
早
々
。
浜
、
小
田
原
、
藤
沢
等
の
地
績
に
も

認
の
場
合
な
ど
は
あ
ら
か
じ
め
市
民
の
関
心
は
こ
の
六
五
六
平
方
米
ダ
イ
ヤ
ル
一
つ
で
つ
な
が
る
よ
う
に

用
件
の
ポ
イ
ン
ト
を
メ
モ
し
て
の
敷
地
の
上
に
た
つ
六
儲
踏
の
態
物
な
り
ま
ナ
。
ま
た
将
来
は
設
備
を
ふ

お
く
乙
、
大
切
な
用
件
亭
忘
れ
に
早
春
の
夢
を
か
け
て
な
が
め
て
い
や
し
約
一
一
、

0
0
0程
度
の
申
込
叩

る
と
と
も
な
く
短
い
時
間
で
ナ
る
。
川
西
翠
諮
問
課
長
ベ
九
は
、
発
展
み
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

w

み
、
能
率
的
で
経
病
的
で
す
。
に
限
界
を
知
ら
宜
い
こ
の
ま
ち
の
籾
で
、
ど
当
地
の
発
震
に
も
い
さ
ざ
か
品

メ
モ
と
ぬ
世
帯
は
い
つ
で
も
相
諮
問
に
奥
深
い
用
品
躍
を
め
ぐ
ら
し
な
が
な
り
と
も
答
与
で
吉
九
の
で
は
な
い
山

H
H
U
器
の
そ
ば
に
用
意
し
て
お
嘗
ま
ら
、
ャ
ン
ヤ
と
せ
ま
る
い
れ
話
薪
増
設
か
と
考
え
て
お
り
ま
ナ
。
な
お
、
工
向

山
似
し
よ
う
。
電
話
器
は
左
手
で
も
申
請
の
波
を
一
枚
の
締
婆
に
托
し
て
事
の
完
成
ま
で
に
は
よ
ろ
い
ろ
と
山

山
山
間
つ
習
慣
を
つ
け
る
の
も
よ
い
こ
か
く
申
さ
れ
る
。
球
感
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ
ろ
う
叫

附
制
と
で
ナ
。
墨
田
は
禁
物
で
ナ
ね
「
日
本
間
諮
問
話
会
社
で
は
、
こ
か
と
考
え
ま
す
が
、
皆
さ
ま
の
と
理
品

川
出
」
と
印
闘
し
た
の
ぞ
渡
ぎ
れ
の
た
び
、
皆
さ
ま
の
ど
協
力
に
よ
り
解
を
い
た
だ
き
、
一
町
も
早
く
工
事
叩

問
問
山
た
。
正
語
に
言
っ
て
関
口
一
番
ま
し
て
、
自
動
改
式
の
た
め
の
間
舎
完
成
を
ば
か
り
た
い
と
考
え
ま
す
の
山

間
制
度
ぎ
も
を
ぬ
か
れ
て
一
札
し
建
設
に
着
手
す
る
こ
と
に
本
り
ま
し
で
、
一
時
閣
の
ど
協
力
の
ほ
ど
お
綴
い
町

山
山
た
。
怠
る
ほ
ど
「
で
ん
で
ん
マ
た
。
合
格
)
混
在
の
昆
過
し
で
申
し
上
げ
ま
す
吋

附
山
と
の
一
入
者
で
あ
る
。
都
下
は
、
自
動
佑
に
よ
る
墨
田
の
業
務
を
一
一
一
、

0
0
0
ロ
に
近
い
申
請
同

1
1
1

町
田
開
新
装
開
設
の
手
続
を
土
開
始
で
古
る
の
は
昭
和
一
一
一
九
年
夏
ど
号
、
茅
ケ
締
局
よ
哲
一
一

C
C本
の
応
ザ

可>

t為

一一義化遂動標語入選作一一

一



(6) 
為、Vコらひ報1五

図
議
館
主
催
で
、
八
ミ
リ
腕
隠

講
期
間
会
が
ひ
ら
か
れ
ま
ナ
。

マ
日
時
・
二
月
十
七
日
(
日
〉

午
前
十
時1
午
後
一
一
一
時
ま
で

マ
会
場
・
平
塚
市
図
書
館

マ
講
師
?
持
山
日
出
失
、
鈴
木

武
二
、
繍
山
亀
太
郎
の
一
一
一
氏

マ
対
象
・
社
数
梼
係
者
、
学
校

職
員
、
青
年
団
員
、
愛
好
者

な
ん
と
な
く
不
安
銀
融

しをまいでなんで襲つ食で所せと 談
よさ空てーいの関広て fえは CQ !vの町関ー 豊重

23 全日言苦手 ?RZ22 よ民:二号
け際かしう秩。るし閉ま Jレ描

gsigp金五五喜夫書詩語審
し位不一ね 凶輔線鶴韓議融 一 ももで小か
いの安緒 。 媛滋懇警務弘で岨h、叫 んあナ学 ら 重量草野市

毛塁手 5 孟欝安当謡書室長々受 章署警

恕主主主量主 w ア錦繍 E 量れ警警治
活けナせ強る いW可h争、P 'tl惨 いい学とおの量罫

績のんゑ Lと てZ まさ思持色と:五‘

誌記号翌日丈富山三主 23522 九百
i11ii14iiiiiii?Ei日!

て月くと数宮分い?話に堤おいら長れやを学
生 のああもえ出のまはおば子かだ子る帯おき

人口総数 日7 ， 369

世格輯散 26.印O

市域面積 67.88Km2 

人口密庄 1 ,729 

前月比・世情場 99 

人口社会潜日9 自然増 121

本庁 72 ， 872 (世帯17 ， 671)

大野 21 ， 192 (11 4 ,525) 

神隠 4 ， 687 (" 991) 

成島丸927 (A/ 341) 

問時 1 ， 555 (" 2L8) 

金民 2 ， 191 (" 438) 

九議 4 ,679 (11 948) 

土沢 3、807 (" 619) 

金目 4 ， 459 (!I 789) 

-1 月'1 ß現紘一

平
塚
饗
察
義
で
錫
入
交
滋

撃
渡
員
ぷ
貝
色
い
お
ば
喜

ん
。
を
募
集
中

甲
置
と
か
ら
だ
の
強
慾
駐

留
+
才
未
満
の
女
性
、

学
際
告
と
わ
牟
い
。

暫
パ
ー
ト
タ
イ
ム
餅
戦
七

時
j

八
時
、
午
後
一
時

j

五
時
、
民
絵
口
一
宮
八

十
五
降
。

軍
衣
服
・
暢
子
-
〈
つ
等

支
給
、
失
業
探
検
、
、

健
康
保
険
、
労
災
保
険

毒
鱗
澄
が
あ
り
ま
すo

v
応
募
・
ご
希
望
一
の
方
は

印
鑑
持
参
φ
ヲ
え
平
塚

瞥
察
署
交
遜
係
か
市
役

所
市
民
諜
へ
ご
来
庁
骨

欝i立長持ちから 3 ツの門を緩て本堂に逮し、本堂舗の大
宮な池のまわりにはj由捲の松があった・.....大野の少率章容


